
多文化共生論、サービス・ラーニング

・外国人住民の地域コミュニティ参画過程分析．
・外国人住民を含めた防災のあり方に対する実証的研究．
・サービス・ラーニングの教育的・地域的効果検証．

多文化共生、外国人住民、防災、まちづくり、サービス・
ラーニング、中間支援、コーディネーション

異文化間教育学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会、日本建築学会

専門社会調査士。多文化共生論での蓄積を活かし、現在地域デザインセン
ターで分野間・組織間・地域間のコーディネートを行っています。

地域デザインセンター 特任助教 坂本文子

URL: http://rd.utsunomiya-u.ac.jp/rdc/centertop/
Mail: sakamoto235〔at〕cc.utsunomiya-u.ac.jp

さかもと ふみこ

2020年10月更新

研究概要

（社会活動 特許等取得状況 産学連携・技術移転の対応等）社会貢献等

今後の展望

（特徴と強み等）教育・研究活動の紹介

外国人住民が地域を担う構成員として、安心して暮らせる社
会の構築を目的とした調査研究を行っています。外国人住民の
地域参画に必要な中間支援の要件、要支援者ではなく支援者と
しての外国人住民を含めた防災のあり方の見直し、外国人児童
生徒教育に関する教育環境問題などに、アンケート調査だけで
なく、ワークショップやコミュニティFMの番組制作など、実
践的に調査研究を行っています。右のグラフは、ご近所づきあ
いの実態だけでなく、日本人住民が主体的に地域の外国人住民
に目を向け、調査を実施したことに大きな意味があります。

分 野

研究テーマ

キーワード

所属学会等

特 記 事 項

社会調査法の授業の他に、地域デザインセンターの仕事では、学生が地域パートナー（自治体、企業、NPO
等）と共に多様な地域の課題に対し解決策を提案する「地域プロジェクト演習」のフィールド（約30カ所）の
コーディネーションや、全学の教員が主に自治体と分野を超えて連携する共同研究やプロジェクト等のコーディ
ネーションを行っています。地域との連携自体が目的化しないよう、地域の課題解決に向け相互に変化を受け入
れられる関係の構築や、そこに集う人々がそれぞれの専門や個性を発揮できる場づくりを心がけています。

暮らしに必要な様々な分野を外国人住民を含めた視点から見直さなければならない時代に入っています。多文
化共生を志向する専門性と多様なコーディネーションの経験を活かし、これまで外国人住民を意識していなかっ
た分野の方々と共に、次の社会を見据えた実践的な取り組みを行えたらと思います。

コミュニティFMミヤラジでの多文化共生や防災に向けた番組の制作・放送、中山
間地域におけるまちづくり相談員、大学における地域連携コーディネーター研修に
おける事例発表、ポートランド州立大学・パブリックサービス研究・実践センター
との協働によるサービス・ラーニングの技法を学ぶワークショップの開催などを実
施しています。
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